
 

 

新基地建設のための埋め立てをするには、 

いろいろな条件が必要じゃが、もっとも重 

要なのが、埋め立て予定の海域に流れ込ん 

でいる美謝川の、河口の付け替え工事なん 

じゃ。 

河口の付け替えには、名護市長の協力が不可欠じゃが、稲嶺

市長は反対の立場。今も美謝川の付け替え工事については、基

本的な目途が立っておらん。 

 

 

 

して全国に広げていくかと言う点でし
た。また、土砂積み出しが予測される場
所の状況確認を、関門港湾労働組合協議
会の皆さんの案内で、一緒に回ることな
ども決まり、中身の濃い、視点の広がる
懇談会となりました。 

 

 

 

 
本体工事着工と言うけれど･･･ 

沖縄防衛局は、最終的な実施計画が描けない深刻な状態 

今は小手先の工事を進めているだけ 
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辺野古には、米軍基地よりジュゴンの｢保護区｣を 

国は、なんとかいろいろな部

分工事をして既成事実を積み重

ね、あたかも工事が順調に進ん

でいるかのように繕っている

が、小手先の工事を進めている

に過ぎないんじゃなあ。 

ボーリング調査は、護岸というか、埋め立ての外壁の工法

を確定するための土質調査が目的で、ボーリング調査が終わ

ったとしても、美謝川の｢付け替えをしないまま埋め立てをす

る｣のか、「付け替えをして埋め立てをする」のか決まらなけ

れば、最終的な埋め立て計画は立てられんのじゃよ。国とし

ては深刻な状況なんじゃよ。 

 

ねぇ先生。 
政府は、辺野古の 

｢本体工事に着工した｣ 
と言っているけど、 
ホントなの？ 

 

 

そうなの。 
事実をしっかり見る事が、

大切ね。 
 

視点広がったね《関門港湾労働組合協議会と懇談会開く》 
11 月４日(火)、関門港湾労組協議会(全港

湾関門支部、全日検、日検労、検定労連、
全日通などの門司の港湾関係の労組が協
議会を作って共同行動を行っている組織)
と、北九州連絡協議会は、土砂搬出阻止の
ための懇談会を開きました。この懇談会は、

全国港湾の意向もあって開かれたものです。 
懇談会では、まず、お互いの情報交換が

様々行われました。その後一番時間を割い
たのは、いかにこの運動を北九州に、そ 

懇談会の様子 

※埋め立て予定地が美謝川の河口部をふさぐため、沖縄防衛局は
流れを変更し、河口を暗渠として地下水路を整備する予定です。 
 美謝川の水路切り替えについては、市の権限が及ぶ辺野古ダム
を避け、キャンプ・シュワブ内から地下水路を造る計画に、昨年９月
に設計変更を県に申請しました。しかし水中に太陽光が当たらない
地下水路の長さが、当初計画の４倍以上に当たる、１０２２メートル
に延びました。水路の長さが延びたことで仲井真県政も承認に難色
を示し、防衛局は昨年１１月に申請を自ら取り下げ、その後進捗し
ていません。 
  


